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栄

人

一 

は
じ
め
に

物
を
食
す
る
こ
と
は
、
自
か
ら
の
生
命
を
維
持
す
る
上
に
お
い
て
、

一
日
た
り

と
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
現
実
に
お
い
て
、

飲
食
す
る
と
い
う
行
為
は
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
と
い
う
本
来
の
意

義
を
失
な

い
、
た
だ
自
か
ら
の
五
欲
を
満
足

さ
せ
る

こ
と
に
終
始
し

て
、
本
質
的
根
源
的
な
問
い
か
け
を
忘
れ
去

つ
て
し
ま

つ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
己
心
の
中
に
餓
鬼
心
や
畜
生
心
や
修
羅
心
、
ひ

い
て
は
地
獄
心
ま
で
養
な
い
、
自
己
の
煩
悩
性
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
存

在
形
態
を
な
す
に
至
つ
て
い
る
。

仏
教
に
お
い
て
、
律
蔵
は
も
と
よ
り
、
大
小
乗
諸
経
典
に
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
、
飲
食
に
関
す
る
厳
し
い
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
解
脱

へ
の
道

を
歩
む
こ
と
を
終
極
と
す
る
仏
教
の
本
質
か
ら
い
え
ば
、
当
然
の
結
果

で
あ
る
と

い
え
る
。
こ
の

『
観
心
食
法
』
は
、
大
乗
菩
薩
道
の
修
行
と

は
何
か
、

と
い
う
根
源
的
な
問

い
を
ふ
ま
え
た
講
説
で
あ
る
。

一
日
も

欠
か
せ
な
い
食
べ
る
と
い
う
行
為
こ
そ
が
、
己
心
の
実
相
を
知
り
、
自

か
ら
を
高
揚
さ
せ
る
修
行
法
と
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

『
観
心
食
法
』
は
、
現
在
、
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
二
編
第

四
套
第

一
冊
(通
巻
第
九
九
巻
五
五
c
)
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
天
台
智
者
大
師
」

の
撰
号
が
付
さ
れ
て
い
る
小
篇
の
書
で
あ
る
。

こ
の
書
が
、
撰
号
の
如

く
、
果
し
て
天
台
智
顕
の
講
説
に
か
か
る
も
の
か
否
か
、
従
来
、
学
会

で
も
ほ
に
ん
ど
不
問
に
付
さ
れ
た
ま
ま
現
在
に
至

つ
て
い
る
。

こ
の
小

論
は
、
『
観
心
食
法
』
を
天
台
智
顕
の
撰
述
講
説
し
た
文
献

と
す

べ
き

か
否
か
、
智
顎
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
時
頃
の
著
述
で
あ
る
の

か
、
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
点
を
解
明
す
る

に
当
つ
て
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
研
究
方
法
と
し
て
、
智
顕

の
他
の
著
述
に
な
る
文
々
句
々
と
、
こ
の

『
観

心
食
法
』
の
文
と
を
比

較
考
察
す
る
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。

二
 

『
観

心
食
法
』

に

つ
い
て
記
す

文
献(1

)

佐
藤
哲
英
博
士
の

『
天
台
大
師
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
最

澄

(七
六
七
-
八
二
二
)
や
円
仁

(七
九
四
-
八
六
四
)
に
よ
つ
て
将
来
さ
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れ
ず
、

円
珍

(八

一
四
-
八
九

一)
の

『
智
証
大
師
将
来
目
録
』
に
、

(
2
)

観
心
法
 
一
巻
 

天
台

と
あ
る
の
が
初
見

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
湛
然

(七
一
一
-
七
八
二
)
の

『
摩
詞
止
観
輔
行
』
巻
第
五
之

三
に
は
、

故
に
大
師
、
覚
意
三
昧

・
観
心
食
法
及
び
諦
経
法

・
小
止
観
等
の
諸
の
心
一観

文
に
於
て
は
、
但
だ
自
他
等
を
以
て
観
じ
て
三
仮
を
推
す
も
、
並
び
に
未
だ

(
3
)

一
念
三
千
具
足
す
と
云
わ
ず
。

と
述
べ
、
湛
然
の
在
世
当
時
、
『
観
心
食
法
』
は
智
顕

の
著
述
と
さ
れ
、

別
行
本
と
し
て
す
で
に
流
布
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

し
か
も
湛
然

は
、
『
観

心
食
法
』
を
、
智
顎
の
前
期
時
代
の
講
説
に
か
か
る

『
覚
意

三
昧
』
『
観
心
諦
経
法
』
『
小
止
観
』
と
同
列
に
お
い
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
三
仮
を
説
く
も
、

一
念
三
千
具
足
を
明
か
さ
な
い
の
で
、
智
顕

の
初
期
に
属
す
る
著
述
で
あ
る
と
断
定
を
下
し
て
い
る
。
天
台
六
祖
湛

然
の
こ
の
言
葉
は
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
確
た
る
結

論
を
導
び
け
ぬ
理
由
は
、
や
は
り
諸
種
の
問
題
が
残
る
こ
と
に
よ
る
。

果
し
て
、
湛
然

の
い
う
如
く
、
文
献
学
的

・
思
想
的
に
み
て
、
前
期
時

代
の
著
述

と
み
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
、
検
討
を
加
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
志
磐
が

一
二
五
八
年
か
ら

一
二
六
九
年
に
か
け
て
編
纂
し
た

『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
二
十
五

・
山
家
教
典
志
第
十

一
に
は
、
『観

心
食

(4
)

法
』
を
智
顕

の
真
撰
に
な
る
も
の
と
記
し
、
巻
第
三
十
三

・
光
門
光
顕

志
第
十
六
の
六
道
斜
に
は
、

天
台
の
観
心
食
法
に
、
鳴
鐘
の
後
、
手
を
敏
め

一
体
三
宝
に
供
養
し
、
次
に

出
世
飯
は
称
し
て
六
道
に
施
こ
す
。
此
れ
皆
な
等
し
く
十
界
を
供
す
。
即
ち

(5
)

是
れ
今
人
の
六
道
に
施
こ
す
は
、
水
陸
供
を
修
す
る
の
明
証
な
り
。

と
記
し
、
本
文
を
抄
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
存
す
る
唯

一
の
注
釈
書
と
し
て
霊
空
光
謙

(
一
六
五
二
-

一

七
三
九
)
の
著
わ
し
た

『
観
心
食
法
略
釈
』

一
巻
が
あ
る
。
光
謙

も
智

頻
の
真
撰
に
な
る
も
の
と
い
う
前
提
で
釈
し
て
い
る
。
以
下
、
真
偽
の

ほ
ど
を
確
か
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三

 『
観

心
食
法

』

の
考
察

『
観
心
食
法
』
の
文

と
関
連
す
る
文
献
を
、

智
顕
の
著
述
に
求
め
考

察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

田

「
既
に
座
を
敷
き
坐
し
已

つ
て
、
維
那
の
進
止
鳴
鐘
を
聴
き
て
後
、

手
を
飲
め
て

一
体

の
三
宝
に
供
養
し
、
十
方
界
に
偏
し
て
仏
事
を
施

作
す
。
」

ま
ず
飲
食
す
る
に
当

つ
て
、
そ
の
修
道
儀
則

に

つ
い
て
記
し

て
い

る
。
智
顕
は
、
『
国
清
百
録
』
巻
第

一
の
立
制
法
に
、

第
三
に
、
六
時
に
仏
を
礼
す
る
に
は
、
…
…
三
た
び
鐘
を
下
し
て
早
く
集
ま

(6
)

り
、
坐

を
敷

き
、
香
罐

を
執
り
互
脆

す
。

…
…
第

四
に
、

…
…
一

次

維
那

と

(7
)

す
。

天
台

『
観
心
食
法
』

の
研
究

(
上
)
(
大

野
)
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と
述

べ
て

い
る
。
ま
た
、
敬
礼
法
に
は
、

一
心
に
常
住
三
宝
に
敬
礼
す
。
香
華
を
厳
持
し
て
如
法
に
供
養
す
。
願
わ
く

は
、
此
の
香
華
の
雲
、
十
方
界
の
一
一
の
諸
仏
土
に
偏
満
し
て
、無
量
の
香
、

荘
厳
し
て
菩
薩
の
道
を
具
足
し
、
如
来
の
香
を
成
就
せ
ん
と
。
供
養
し
已
つ

て
、
如
法
に
行
道
す
。
行
道
し
寛
つ
て
、
常
住
の
三
宝
を
敬
礼
し
、
仏
を
歎

(8
)

じ
て
呪
願
す
。

と
あ
る
。

こ
れ
と
同
趣
旨
の
修
道
儀
規
に
つ
い
て
、
金
光
明
俄
法
に
も

(
1
0)

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『法
華
三
昧
繊
儀
』
に
も
、
『
国
清
百
録
』
の

右
の
文
と
多
少
異
な
る
が
、
具
体
的
に
述
べ
て
あ
る
。
『
観

心
食
法
』

の
文
は
、
右
の

『
国
清
百
録
』
所
収
の
立
制
法

・
敬
礼
法
、
金
光
明
戯

法
お
よ
び

『
法
華
三
昧
繊
儀
』
な
ど
で
説
く
修
道
儀
礼
と
関
連
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

智
顕
は
飲
食
に
関
す
る
具
体
的
な
儀
規
に
つ
い
て
、
や
は
り

『
国
清

百
録
』
巻
第

一
の
立
制
法
に
、

第
六
に
、
共
の
二
時
に
食
す
る
者
は
、
若
し
身
に
病
な
く
、
病
ん
で
頓
臥
せ

ず
。
病
已
に
疲
ゆ
れ
ば
、
皆
な
須
ら
く
堂
に
出
づ
べ
し
。
食
を
請
い
衆
に
入

る
を
得
ず
。
食
す
る
器
は
鉄
と
瓦
を
用
い
る
を
聴
す
。
薫
油
の
二
器
、
厩
椀
・

匙
筋
は
悉
と
く
骨
角
・
竹
木
・
酪
漆

・
皮
蛙
を
も
つ
て
悉
と
く
堂
に
上
る
を

得
ず
。
ま
た
己
が
鉢
を
撹
触
す
る
こ
と
を
得
ず
。
吸
い
畷
る
な
ど
の
声
、
食

を
含
み
て
語
話
す
る
こ
と
、
自
か
ら
求
索
を
な
し
て
、私
に
醤
菜
を
将
り
、

衆
中
に
独
り
轍
う
こ
と
を
得
ず
。
犯
す
者
は
罰
す
。
三
礼
し
て
衆
に
対
し
て

戯
せ
よ
。
第
七
に
、
其
の
大
僧
の
小
戒
・
近
行
・
遠
行
・
寺
内
悉
と
く
得

ず
。
盗
み
て
魚
肉
辛
酒
を
轍
い
、
非
時
に
し
て
食
す
。
察
す
る
に
、
実
を
得

れ
ば
同
止
せ
ず
。
病
、
危
篤
に
し
て
、
病
を
謄
る
に
医
語
を
用
い
、
寺
外
に

(11
)

出
て
投
治
す
る
を
除
く
。
則
ち
罰
せ
ず
。

と
記
し
、
飲
食
に
関
す
る
厳
し
い
禁
止
事
項
を
列
挙
し
て
い
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
智
顕
は
、
『
次
第
禅
門
』
『
小
止
観
』
『
摩
詞

止
観
』
な

ど

に
、
外
方
便

・
前
方
便

・
二
十
五
方
便
の
具
五
縁

の

一
つ
と
し

て
、

「
衣
食
具
足
」
を
明
か
し
、
『
次
第
禅
門
』
『
方
等
三
昧
行
法
』
『
小
止

観
』
『
摩
詞
止
観
』
な
ど
に
は
、
や
は
り
二
十
五
方
便
の
調

五
事

の

一

つ
と
し
て
、
「
調
食
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

智
顕

は
、
飲
食
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
い
時
代
の
講
説
で
あ
る
『次
第
禅
門
』

よ
り
、
晩
年
の

『
摩
詞
止
観
』
に
至
る
ま
で

一
貫
し
て
、
並
な
ら
ぬ
関

心
を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
『
国
清
百
録
』
『
次
第
禅
門
』
『
方
等

三
昧
行
法
』
『
小
止
観
』

な
ど
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
飲
食
に
関
す
る
外
形
的
な
規
定
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『摩
詞
止
観
』
や
こ
の

『
観

心
食
法
』
は
、
そ

の
名
が
示
す
よ
う
に
、
飲
食
を
食
法
す
な
わ
ち
修
行
法
と
し
て
説
い
た

も
の
で
あ
る
。

(2)

「次
に
出
生
飯
は
称
し
て
六
道
に
施
こ
す
。
即
ち
六
波
羅
蜜
を
表
わ

す
。
然
し
て
後
に
此
の
食
を
受
く
。
」

こ
の
文
と
関
連
を
も

つ
て
い
る
の
が
、
『
維
摩
経
』
巻
第
上
弟

子
品

第
三
に
、
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一
食
を
以
て
一
切
に
施
こ
し
、
諸
仏
及
び
衆
の
賢
聖
に
供
養
せ
ば
、
然
る
後

(12
)

に
食
す
べ
し
。

と
あ
る
文
で
あ
る
。
ま
た
、
慧
思

の

『
随
自
意
三
昧
』
食
威
儀
中
具
足

一
切
諸
上
味
品
第
五
に
は
、

菩
薩
、
飲
食
を
得
る
時
、
先
ず
応
に
呪
願
す
べ
し
。
両
手
を
合
掌
し
て
、
心

に
一
切
十
方
の
凡
聖
を
念
じ
て
、
是
の
言
を
作
す
、
此
の
食
の
色
香
味
、
上

は
十
方
の
仏
に
献
じ
、
中
は
諸
の
賢
聖
に
奉
じ
、
下
は
六
道
品
に
及
ぼ
す
。

等
し
く
施
こ
し
て
前
後
無
し
。
感
に
随
つ
て
皆
な
飽
満
し
、
諸
の
施
主
を
し

(13
)

て
、
無
量
の
波
羅
蜜
を
得
せ
し
む
。

と
、
あ
る
文
な
ど
に
示
唆
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
出
生
飯
」
に

つ
い
て
、
『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
三
十
三
に
は
、

此
れ
に
二
縁
有
り
。
一
に
は
、
浬
繋
経
に
膿
野
鬼
に
施
こ
さ
し
む
。
毘
奈
耶

律
に
鬼
子
母
等
に
施
こ
さ
し
む
。
此
の
曹
は
本
肉
を
食
し
人
を
啖
う
。
仏
は

此
れ
を
化
し
て
受
戒
し
て
殺
さ
ず
、
乃
ち
弟
子
に
嘱
し
て
処
に
随
つ
て
食
を

施
こ
す
。
今
の
斎
堂
に
各
各
衆
生
食
を
出
す
は
是
れ
な
り
。
此
れ
は
唯
だ
出

家
人
こ
れ
を
行
ず
。
二
に
は
鮫
口
経
に
阿
難
に
託
し
て
縁
と
為
し
、
餓
鬼
会

を
施
こ
さ
し
む
。
今
の
斎
堂
に
別
に
小
斜
を
具
し
、
食
畢
り
て
衆
は
作
法
し

て
之
れ
を
施
こ
す
。
或
は
各
各
小
生
餅
を
具
し
、
夜
間
に
究
施
す
。
此
れ
道

(
14
)

族
に
通
じ
て
之
れ
を
行
ず
。

と
あ
り
、

「出
生
飯
」
と
は
、
餓
鬼
に
施

こ
す
飲
食
を
い

い
、
僧
俗

と

も
に
行
な

つ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
諸
僧
伝
に
よ
れ
ば
、
中

国
に
お
い
て
古
く
よ
り
、
孟
蘭
盆
斎

・
観
世
音
斎

・
護
国
金
光
明
三
昧

斎

・
三
七
斎
俄

・
三
千
僧
斎

・
三
百
菩
薩
大
斎

・
捨
身
斎

・
聖
僧
斎

・

水
陸
斎

・
千
僧
斎

・
如
来
斎
法

・
仁
王
大
斎

・
百
僧
斎

・
普
賢
斎
繊

・可

万
僧
斎

・
羅
漢
斎
会
な
ど
が
、
繊
悔
法
と
関
連
し
て
実
修
さ
れ
て
い
た

め

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
『仏
祖
統
紀
』
巻
第
三
十

三

・
光
門
光
顕
志
第

十
六
に
よ
れ
ば
、
天
台
教
団
に
お
い
て
も
、
仏
祖
忌
斎

・
僧
斎

・
設
粥

・
乞
食

・
持
斎

・
出
生
飯

・
三
長
斎

・
六
斎

・
十
斎

・
七
七
斎

・
預
修

斎

・
孟
蘭
盆
供

・
水
陸
斎

・
六
道
斜

・
放
生

・
改
祭
な
ど
が
常
時
行
な

(
1
6)

わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

こ
れ
ら
と
深
い
関
係
あ

り

と
考

え
ら
れ
る
。

『
法
苑
珠
林
』
巻
第
四
十

一
・
四
十
二
の
受
講
篇
第
三
十
九
に
は
、
施

食
部

・
食
時
部

・
食
法
部

・
食
詑
部

・
叩几
願
部

・
施
福
部
を
設
け
、
関

(
1
7)

連
す
る
経
律
論
の
文
を
列
挙
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い

て
古
く
よ
り
種

々
の
斎
会
が
実
修
さ
れ
た
よ
う

で
あ
り
、
斎
会
は
飲
食

供
養
を
と
も
な
う
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
え
あ

わ
せ
て
み
る
と
き
、

『
観
心
食
法
』
の
ご
と
き
も
の
が
う
ま
れ
て
く
る
必
然
性
が
あ

つ
た
と

思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「施
六
道
」
を

「六
波
羅
蜜
」
に
充
当
さ
せ
る
と
い
う

こ
と

は
、
飲
食
す
る
こ
と
の
大
前
提
と
し
て
、
単
に
自
か
ら
の
生
命
を
維
持

す
る
の
み
で
な
く
、
他
者
を
も
生
か
す
。
自
か
ら
が
六
波
羅
蜜
を
具
足

し
て
仏
道
に
い
き
る
の
で
な
け
れ
ば
、
逆
に
六
道
に
施

こ
す
と
い
う
行

為
も
無
意
味
と
な

つ
て
く
る
。

一
食

一
食
が
罪
業
を
養
う
こ
と
か
ら
解

放
さ
れ
る
た
め
に
は
、
戯
悔
心
を
根
底
と
し
て
飲
食
す
る
以
外
に
方
法

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
施
六
道
は
繊
悔
法
行
に
他
な
ら
な
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台
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台

『
観
心
食
法
』

の
研
究

(
上
)
(
大

野
)

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

つ
て
、
自
己
の
命
も
他
者
の
生
命
を
も
救

済
し
よ
う
と
す
る
大
乗
菩
薩
道
の
提
示
と
し
て
受
け
取
つ
て
も
よ
い
よ

う
で
あ
る
。
大
乗
菩
薩
道
は
、
他
処
に
あ
る
の
で
な
く
、
自
か
ら
に
関

わ
る
飲
食

の
行
為
の
中
に
も
あ
る
こ
と
を
教
示
し
た
。

こ
の

『
観
心
食

法
』
の
教
説
の
深
淵
さ
を
、
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
る
。

偶

「夫

れ
食
は
、
衆
生
の
外
命
な
り
。
」

右

の
文

と
関
連
す
る
の
が
、
慧
思
の

『
随
自
意
三
昧
』
行
威
儀
晶
第

一
の
、

飲
食
布
施
は
、
寿
命
を
増
長
す
。
…
…
財
食
等
の
施
は
、
凡
夫
生
死
の
身
命

(
18
)

を
増
長
す
。

と
か
、
食

威
儀
中
具
足

一
切
諸
上
味
第
五
の
、
新
学
の
菩
薩
が
飲
食
を

受
け
る
に
際
し
て
、
そ
の
威
儀
や
心
要
を
し
た
と
こ
ろ
に
、

(
19
)

一
切
衆
生
の
命
、
皆
な
飲
食
に
依
つ
て
住
す
。

と
述
べ
る
文
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
智
顕
の

『
次
第
禅
門
』
巻
第
二
に

は
、

(20
)

夫
れ
食
の
法
為
る
は
、
本
と
身
を
資
け
て
道
に
進
ま
ん
と
欲
す
。

と
あ
り
、
『
方
等
三
昧
行
法
』
に
は
、

(
21
)

行
者
、
食
を
以
て
命
と
為
す
。
之
に
愚
つ
て
道
を
進
む
。

と
述
べ
、
ま
た
、
『
小
止
観
』
に
は
、

(
22
)

夫
れ
食
の
法
為
る
は
、
本
と
身
を
資
け
て
道
に
す
す
ま
ん
が
為
め
な
り
。

と
あ
る
。
『観
心
食
法
』
の
文
は
、
右
の
文
献
と
関
連
を
も

つ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
生
命
維
持
の
た
め
に
食
物
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
明
か

す
。
『智
度
論
』
に
は
、
内
命
と
外
命
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

(4)

「
若
し
観
に
入
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
生
死
を
潤
す
。
若
し
能
く
観
に
入

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
生
死
の
有
辺
無
辺
を
分
別
す
。
分
衛
と
清
衆
の

浄
食
と
を
問
わ
ず
。
皆
な
須
ら
く
観
を
作
す

べ
し
。」

こ
こ
に
い
う

「
観
」
と
は
、
観
心
の
こ
と
で
あ
る
。
い
か
な
る
形
で

入
手
し
た
飲
食
で
あ
れ
、
観
心
の
立
場
で
食
す

べ
き
こ
と
の
必
要
を
記

す
。
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
四
上
に
は
、

二
に
は
阿
蘭
若
処
に
頭
陀
料
緻
す
。
放
牧
の
声
を
絶
す
、
こ
れ
修
道
の
処
な

り
。
分
衛
し
て
自
か
ら
資
く
。
七
仏
皆
な
乞
食
の
法
を
明
か
し
、
方
等

・
般

若

・
法
華
に
も
皆
な
乞
食
を
い
う
な
り
。
路
径
若
し
遠
け
れ
ば
、
分
衛
に
労

妨
あ
り
。
若
し
近
け
れ
ば
、
人
物
あ
い
喧
し
。
遠
か
ら
ず
近
か
ら
ず
、
食
を

乞
う
に
す
な
わ
ち
易
き
は
、
こ
れ
中
士
な
り
。
…
…
若
し
観
心
に
…
財
つ
い
て
食

を
明
か
さ
ば
、
大
経
に
云
く
、
汝
等
比
丘
、
乞
食
を
行
ず
る
と
い
え
ど
も
、

し
か
も
未
だ
か
つ
て
大
乗
の
法
食
を
得
ず
、
と
。
法
食
と
は
、
如
来
の
法
喜

禅
悦
な
り
。
是
の
法
喜
は
即
ち
こ
れ
平
等
大
慧
な
り
。
一
切
の
法
を
観
ず
る

(23
)

に
障
擬
あ
る
こ
と
な
し
。

と
述

べ
、
観
心
に
よ
つ
て
、
飲
食
の
差
別
相
を
絶
す
る
立
場
を
表
明
し

て
い
る
。
『
摩
詞
止
観
』
に
は
、
右
の
ご
と
く
、
飲
食
の
観

心
釈
を

な

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
と
も
同

一
観
点

か
ら
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
法
食
を
平
等
大
慧
な
り
と
す
る

『摩
詞
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止
観
』
の
方
が
、
観
心
の
当
処
に
立
つ
て
記
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(5)

「
こ
れ
を
観
ず
る
者
は
、
自
か
ら
此
の
身
内
の
旧
食
は
、
皆
な
是
れ

無
明
煩
悩
に
し
て
、
生
死
を
潤
益
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
」

(24
)
 

(25
)

こ
れ
と
関
連
す
る
文
が
、
『
次
第
禅
門
』
『方
等

三
昧
行
法
』
『
小
止

観
』
に
あ
る
。
三
書
と
も
同
趣
旨
の
文
で
あ
る

の
で
、
『
小
止
観
』
の

文
を
挙
げ

て
お
く
と
、

食
す
る
こ
と
若
し
過
ぎ
て
飽
き
ぬ
れ
ば
、
則
ち
気
は
急
に
身
は
満
ち
、
百
脈

通
ぜ
ず
、
心
を
し
て
閉
塞
な
ら
し
め
、
坐
す
る
も
念
は
安
か
ら
ざ
ら
ん
。
…

…
こ
の
二
は
皆
な
定
を
得
る
の
道
に
非
ず
。
復
た
次
に
、
若
し
繊
濁
の
物
を

食
す
れ
ば
、
人
の
心
を
し
て
悟
迷
な
ら
し
む
。
若
し
身
に
宜
し
か
ら
ざ
る
物

(
26
)

を
食
す
れ
ば
、
則
ち
宿
病
を
動
じ
、
四
大
を
し
て
違
反
せ
し
む
。

と
あ
る
。

ま
た
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
四
下
に
は
、

食
を
調
う
と
は
、
病
を
増
し
眠
を
増
し
煩
悩
を
増
す
等
の
食
は
、
即
ち
ま
さ

に
食
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
身
を
安
ん
じ
疾
を
愈
や
す
の
物
は
、
こ
れ
ま
さ

に
食
す
べ
き
と
こ
ろ
な
り
。
略
し
て
之
れ
を
言
う
に
、
飢
え
ず
飽
か
ざ
る
、

こ
れ
食
を
調
え
る
相
な
り
。
尼
腱
経
に
云
く
、
轍
食
す
る
こ
と
太
だ
過
ぐ
れ

ば
、
体
は
回
動
し
難
く
、
癩
惰
し
癬
怠
し
、
食
す
る
と
こ
ろ
消
し
難
く
、
二

(27
)

世
の
利
を
失
な
い
、睡
眠
し
て
自
か
ら
苦
を
受
け
、迷
悶
し
て
醒
籍
し
難
し
。

と
あ
る
。

直
接
の
典
拠
に
は
な
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
も
、
食

べ
過
ぎ
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
煩
悩
を
増
す
結
果
と
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
不

飢
不
飽

の
調
食
の
必
要
な
る
を
説
き
、
飲
食
は
己
心
を
左
右
す
る
も
の

で

あ

る

こ

と
を

断

言

す

る
。

『
観

心
食

法

』

は
、

心

を

運

ん

で

観

を

な

し
、

身

内

の
旧

食

の
実

相

を
知

る

こ
と

の
要

を

述

べ

て

い
る
。

〔
付
記
〕
 
(
下
)

は

『
愛
知
学
院
大
学
禅
研

究
所
紀
要
』
第

一
〇

号

に
掲

載

す
る

こ
と
を
お
断

わ
り
し
て
お
く
。

1
 
佐
藤
哲
英
著

『
天
台
大
師

の
研
究
』
二
七
六
-

二
七
七
ペ
ー
ジ
 

2

『
大
正
蔵
』

五
五

・
一
一
〇

四

c
 

3

『
大
正
蔵
』

四
六

・
二
九
六

a

4

『
大

正
蔵
』

四
九

・
二
五
八
c
 

5
 

同

・
三
二
二

a
 

6
 
維
那

に

つ
い
て
、
塩

入
良
道
教
授

は
、
「
初
期
天
台
山

の
教
団

的
性

格
」
(
『
日

本

仏

教
学

会
年
報
』
第

三
九
号
)

に
お
い
て
、
「
僧
衆

の
雑

事
を
司

る
役

で
腱

稚

を
鳴

ら
す
用
例

が
多

い
。
」

と
述

べ
ら
れ
る
。
『
観
心
食
法
』

に
お

い
て
も

こ

の
意
で
あ
る
。

7

『
大

正
蔵
』
四
六

・
七
九
三

c
 

8
 

同

・
七
九
四

a
 

9
 
同

・
七
九
六

a
 

10
 
同

・
九
四
九
b
-

九

五

五

c
。

と

く

に

「法
界

に
充
満

し
て
以
て
仏
事

を
為

し
三
宝
を
供
養
す
」

(
同
 
九
五
〇

c
)

は
本
文

の
典
拠

と
な

つ
て
い
る
。
 

11
 
同

・
七
九
三

c
-
七
九
四

a
 

12

『
大
正
蔵
』
 
一
四

・
五
四
〇

b
 

13

『
卍
続
蔵
』
通

巻
九
八

・
三
五
二

a

14

『
大
正
蔵
』

四
九

・
三
二
〇
b
 
15
 

こ
れ
に
関
す
る
主
要
な
研
究
と

し

て
、
大
谷
光
照
著

『
唐

代

の
仏
教
儀
礼
』
、
塩
入
良
道
稿

「
中

国

仏

教

儀

礼

に
お
け
る
臓
悔

の
受
容

過
程
」
(
『
印
仏
研
究
』
第

一
一
巻

二
号

・
同

「
中

国
仏
教

に
お
け
る
礼
戯

と
仏
名

経
典
」
(
結
城
教
授
頒
寿
記

念

『
仏

教

思

想

史
論
集
』

五
六
九
-

五
七
九
ペ
ー
ジ
)
、
道
端
良
秀
著

『
中
国
仏

教

史

の
研

究
』
・
『
中
国
仏
教
思

想
史

の
研
究
』
・
『
中
国
仏
教

と
社
会

と

の
交

渉
』
、
拙

稿

「
方
等
陀
羅
尼

経
に
基
づ
く
方
等
戯
法

の
考
察
-

中
国

に
お
け
る
実
修

と
そ

の
意
義
-

」

(『
宗
教
研
究
』
第

二
三
七
号
所
収
)

な
ど

が
あ
る
。

16

『
大
正
蔵
』

四
九

・
三

一
九
b
-

三
二
三

a
 

17

『
大
正
蔵
』
五
三

・
六

一
一
a
-
六

一
七

a
 

18

『
卍
続
蔵
』
通
巻
九
八

・
三
四
四
b
-

c

19

同

・
三
五
二
d

20

『
大
正
蔵
』
四
六

・
四
八
九
b

21

同

・
九

四
五
b
 

22

『
岩
波

文
庫
本
』

六
八
頁
 

23

『
大
正
蔵
』
四
六

・
四
二

a
 

24
 
同

・
四
八
九
b
 

25
 
同

・
九
四

五
b
-

c
 

26

『
岩

波
文
庫

本
』

六
八
-

七
〇
頁
 

27

『
大
正
蔵
』
四
六

・
四
七

a
-
b

(愛

知
学
院

大
学
講
師
)

天
台
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(
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